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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（10） 北富田リニアメント
きた とみ た



136

男体山火山角礫岩の石英安山岩溶岩と浅川層の細粒凝灰岩の境界には，細
粒凝灰岩の硬い角礫状部が認められるため，両層の境界は水中に噴出した
溶岩の接触部と考えられる。

露頭の西端には，層理面にほぼ平行な断層面の癒着した断層も認められる。

写真1撮影範囲

写真2
撮影範囲

道ノ辺 露頭スケッチ道ノ辺 露頭スケッチ
1. (10) 北富田リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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写真１ 露頭 写真２ 角礫状の接触部

断層面の癒着した断層面

細粒凝灰岩

溶岩

道ノ辺 露頭写真道ノ辺 露頭写真
1. (10) 北富田リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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余白
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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（11） 氷之沢リニアメント
ひ の さわ
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写真1

写真2

リニアメントの両側で同様な層相を示す北田気層の

火山礫凝灰岩の露頭が認められ，層理面は共にＮＮＥ

－ＳＳＷ走向，30°前後東傾斜である。

層理面の
走向・傾斜

小草北方付近拡大ルートマップ小草北方付近拡大ルートマップ
1. (11) 氷之沢リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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写真1

写真2

写真１ 北東側露頭
（淡黄灰色火山礫凝灰岩，露頭上部は風化して赤っぽい色調を示す）

写真２ 南西側露頭
（淡黄灰色火山礫凝灰岩）

小草北方付近拡大ルートマップ及び写真小草北方付近拡大ルートマップ及び写真
1. (11) 氷之沢リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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余白
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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（12） 高根リニアメント
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高位段丘堆積物が金砂郷層群浅川層の凝灰質砂岩
をほぼ水平な不整合面で覆っている。

浅川層には，破砕部は認められない。

凝灰質砂岩（浅川層）

火山礫凝灰岩（浅川層）

礫層（高位段丘堆積物）

層理面の走向・傾斜（数字は傾斜の角度）
48

凡例

高位段丘堆積物が金砂郷層群浅川層の凝灰質砂岩

をほぼ水平な不整合面で覆っている。

浅川層には，破砕部は認められない。

城里町根岸 露頭スケッチ城里町根岸 露頭スケッチ
1. (12) 高根リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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 地質平面図（2万5千分の1）については等高線間隔が10mである。

 リニアメント南端の西側の地形については，空中写真判読によれば，起伏を有し

ており，平坦な地形ではない。

 5mメッシュのDEM（等高線間隔1m）においても，起伏を有する地形である。

 当該地点には石切り場跡地があり，中新統の軽石凝灰岩（浅川層）が地表付近ま

で分布し，表土についてはほとんど分布しないことを確認している。
DEM（5mメッシュ，国土地理院）

（等高線間隔：1m，作成日：2013年7月2日）

国土地理院（米軍1949年撮影）航空写真（交差法）

根岸

0 100m

地質平面図
（2万5千分の1，等高線間隔10m）

航空写真及び
等高線（DEM）表示範囲

写真撮影方向

山頂部

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。 （承認番号 平26情複、第
337号） 及び （承認番号 平26
情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を得
なければならない。

リニアメント南端の西側の地形についてリニアメント南端の西側の地形について
1. (12) 高根リニアメント

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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余白
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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（13） 吾国山断層
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震源として考慮する活断層ではない
と評価

震源として考慮する活断層として評価

［猿田～福原］（西側延長部）

文献による活構造の指摘はなく、リニアメント
も判読されない。

福原

沢口

星山

荒谷

南指原

猿田
沢

木植

推定活断層：
「活断層詳細デジタルマップ」
（中田・今泉編，2002）

確実度Ⅲのリニアメント：
「新編 日本の活断層」
（活断層研究会編，1991）

LDリニアメント：
地形判読結果

［猿田～福原］

［沢口～星山］

［福原～沢口］

［福原～沢口］ ［沢口～星山］（東側延長部）

吾国山断層（検討結果の概要）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければなら
ない。

• 文献による活構造の指摘がなされており、リ
ニアメントが判読される。

• 南指原東方地点では、リニアメントに対応す
る位置付近に断層破砕部が認められ、確認さ
れた破砕部は、岩片状カタクレーサイト～粘
土状破砕部が分布する。

• 上載地層との関係は確認出来ない。

文献による活構造の指摘がなされているが、
リニアメントが判読されない。

震源として考慮する活断層ではないと
評価

• 露頭観察を追加実施。
• 河床礫に断層による引きずり込まれた痕跡は
認められなかったが、後期更新世以降の地層
との関係は確認できない。

• 変動地形学的調査（DEM含む）、地表地質調
査を追加実施。

• 吾国山変成岩及び稲田花崗岩が分布し、両者
は貫入境界で接している。

• リニアメント延長部を横断する猿田地点に分
布する高位山麓斜面（MIS5aより古い）には
変位・変形が認められないことを確認した。

• 変動地形学的調査（DEM含む）、地表地質調
査を追加実施。

• 沢口から荒谷付近については、実施した空中
写真判読及びDEMによる変動地形調査からは、
当該位置に分布する高位面に変位・変形は認
められない。

• 文献に記載される推定活断層延長位置付近を
横断して分布する星山地点の高位面（中期更
新世）にも変位・変形は認められない。

震源として考慮する活断層（約6km）

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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変動地形学的調査結果

■活断層詳細デジタルマップ（2002）
福原～荒谷の間に「推定活断層」が記載される

■新編 日本の活断層（1991）
福原南方～沢口の間に確実度Ⅲ（活断層の疑
いがあるリニアメント）のリニアメントが記
載される。

■判読結果
福原南方～沢口の間にリニアメントを判読。

判読したリニアメントの端部

• 新編 日本の活断層（1991）で示された確実度はⅢ（活断層の疑いのあるリニアメント）の位置付近及び活断層詳細デジ
タルマップ（2002）で示された推定活断層の位置付近にリニアメントが判読される。

149

地形面区分図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図
画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の
長の承認を得なければならない。

沢

判読したリニアメントの端部

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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露頭スケッチ（南指原地点）

露頭全景

• リニアメントの走向と調和的な断層
破砕部（Ｎ80°Ｅ87°Ｎ）が分布
する。

• 断層破砕部には、岩片状カタクレー
サイト～粘土状破砕部が分布する。

• 粘土状破砕部は幅5cm前後で層厚
が変化する。また、粘土状破砕部に
沿って分布する断層面は、概ね平面
的であるが連続性に乏しく、これら
を切る新期の断層面は認められない。

• 上載地層との関係は確認できない。

露頭スケッチ

西南西 東北東

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

粘土状破砕部

砂礫層

カタクレーサイト

砂状カタクレーサイト2

砂状カタクレーサイト1

岩片状カタクレーサイト
細粒花崗岩2

細粒花崗岩1

中粒花崗岩

凡例

南指原地点

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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露頭スケッチ（南指原地点）

写真1

・断層面を砂礫層が覆って堆積している。
・断層と砂礫層の境界は凹凸をなしている。

写真2

・断層と砂礫層の境界は凹凸をなしており、砂礫層中の礫には断層によってひきずられたような痕跡は認められない。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

南指原地点

写真2写真1

露頭スケッチ

• 露頭観察の結果、河床の砂礫と花崗岩の境界部に
断層によってひきずられたような痕跡は認められ
なかった。ただし、後期更新世の地層が分布して
いないことから、断層の活動性は判断できない。

西南西 東北東

西南西 東北東

（カタクレーサイト）

（カタクレーサイト）

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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変動地形学的調査結果（猿田～福原）

尾根に傾斜変換点等は
認められない。

河川に屈曲は
認められない。

リニアメント延長部
に鞍部はない

判読したリニアメントの端部 新編 日本の活断層（1991）の端部地形面区分図

DEMによる陰影図

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

（変動地形である可能性が非常に低いリニアメント）

• 福原から猿田付近については、文献による断層の図示や記載
はない。

• 実施した空中写真判読では、リニアメント延長部に鞍部の配
列や河川の系統的な屈曲等は認められない。

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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変動地形学的調査結果（猿田～福原）
• リニアメント延長部には鞍部の配列は認められない。
• 尾根や河谷には系統的な右屈曲は認められない。

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

（変動地形である可能性が非常に低いリニアメント）

判読したリニアメントの端部

新編 日本の活断層（1991）の端部

1. (13) 吾国山断層

水系

尾根

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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福原地点

木植地点

猿田～福原付近のルートマップ（1/2）

判読したリニアメントの端部吾国山変成岩類と稲田花崗岩との貫入
境界を確認した露頭位置

ルートマップ範囲 (1/2)

ルートマップ範囲 (2/2)

判読したリニアメント
の延長方向

判読したリニアメ
ントの延長方向

福原地点

Hf/Gd境界

崖

崖

• 吾国山変成岩及び稲田花崗岩の分布が確認され、両者は貫入境界で接している。
• 吾国山変成岩及び稲田花崗岩の転石の分布境界及び貫入境界が確認される露頭位置は、概ね

リニアメントの延長方向に一致している。

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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猿田～福原付近のルートマップ（2/2）

木植地点

Hf/Ap境界

崖

崖

判読したリニアメント
の延長方向

福原地点

木植地点

判読したリニアメントの端部吾国山変成岩類と稲田花崗岩との貫入
境界を確認した露頭位置

ルートマップ範囲 (1/2)

ルートマップ範囲 (2/2)

判読したリニアメ
ントの延長方向

• 吾国山変成岩と稲田花崗岩の分布が確認され、両者は貫入境界で接しているが、両者の
境界位置は明瞭ではない。

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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露頭スケッチ（福原地点）

露頭全景

露頭スケッチ

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行
の数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000
（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院
の長の承認を得なければならない。

福原

吾国山変成岩類

稲田花崗岩 • 吾国山変成岩類のホルンフェルス及び変成
チャートと稲田花崗岩の花崗閃緑岩との貫入境
界が認められる。

• リニアメントは、稲田花崗岩と吾国山変成岩類
の貫入境界に概ね一致している。

福原地点

加波山花崗岩

木植

1. (13) 吾国山断層

• ホルンフェルス（泥質岩起原）及び変成チャートに、稲田花崗岩の花崗閃緑岩が貫入
している。

• ホルンフェルスがブロック状に花崗閃緑岩に取り込まれている。
• 貫入面の方向は概ねNE-SW走向で、中角で南東に傾斜している。
• 貫入面は密着・固結し，凹凸に富む。
• 露頭は風化が著しい。

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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露頭スケッチ（木植地点）

• 吾国山変成岩類のホルンフェルスと稲田花崗岩の
アプライト（細粒花崗岩）との貫入境界が認めら
れる。

露頭全景

• ホルンフェルス（泥質岩起源）とアプライト（細粒花崗岩）との貫入
境界が認められる。

• アプライト中にホルンフェルスがブロック状に取り込まれている。
• 貫入境界の方向は概ねN80E・50Sである。
• 貫入面は密着・固結し凹凸に富む。

露頭スケッチ

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土
地理院の長の承認を得なければならない。

福原

吾国山変成岩類

稲田花崗岩

木植地点

加波山花崗岩

木植

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲



158

猿田地点の断面図

地形面区分図

高位山麓緩斜面 低位山麓緩斜面

断面位置

DEMによる陰影図

地形断面図

位置図拡大範囲

L面

A A´

A

A’

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

• リニアメント延長位置付近を横断して分布する高位山麓緩斜面には変位・変形は認められ
ない。

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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猿田地点の火山灰分析結果

0

5

10

15

20

5

10

15

20

0.15

1.40
2.04

4.25

24.70

WKS-SRT01深度
（m）

柱状図 コア写真

24.7

火山灰分析実施箇所
ボーリング調査地点

断面位置

ボーリング調査地点

調査位置図

H面高位山麓緩斜面 低位山麓緩斜面

WKS-SRT01

WKS-SRT02

WKS-SRT03

・実施したボーリング調査結果から、厚さ約4mのローム層が分布することが確認され、下部にAso-4
（阿蘇4：約8.5～9万年前）とK-Tz（鬼界葛原：約9.5万年前）が認められることから、斜面堆積物
はMIS5aよりも古いと判断される。

Aso-4、K-Tzを含むローム
（約8.5～9.5万年前）

BHo：褐色普通角閃石

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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変動地形学的調査結果（沢口～星山）

判読したリニアメントの端部

活断層詳細デジタルマップ（2002）の端部

• 沢口から荒谷付近に、活断層詳細デ
ジタルマップにおいて、推定活断層
が示されている。

• 実施した空中写真判読及びDEM
（1mメッシュ）による変動地形調査
からは、沢口以東にはリニアメント
は判読されない。

• 沢口～星山地点には高位段丘面が分
布している。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

尾根と河谷に系統的な屈曲
は認められない。

直線的な谷の連続が認めら
れる。

（変動地形である可能性が非常に低いリニアメント）

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲



161

変動地形学的調査結果（沢口～星山）

• 沢口～星山地点には高位段丘が分布しており、段丘
面は丸みを帯びている。

• 尾根や河谷には系統的な右屈曲は認められない。

この地図は、国土地理院長の承
認を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製した
ものである。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製す
る場合は国土地理院の長の承
認を得なければならない。

判読したリニアメントの端部

活断層詳細デジタルマップ（2002）の端部

（変動地形である可能性が非常に低いリニアメント）

1. (13) 吾国山断層

水系

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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変動地形学的調査結果（沢口～星山）

段丘面①

段丘面②

段丘面③

段丘面④

段丘面
①

段丘面
②

段丘面
④

段丘面
③

沢口

A

B
C

D

A’ B’

C’

D’

活断層詳細デジタルマップ図示位置

活断層詳細デジタルマップ図示位置

活断層詳細デジタルマップ
図示位置

DEMによる陰影図

地形面区分図

判読したリニアメントの端部

活断層詳細デジタルマップ（2002）の端部

荒谷
星山

・文献に記載される推定活断層を横断して分布する段丘面は、
緩やかに高度を減じており、段丘面に変位・変形は認めら
れない。

1. (13) 吾国山断層

地形断面図

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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• 踏査の結果、沢口～星山付近には稲田花崗岩及び段丘堆
積物の分布が確認され、星山地点では海成層からなる段
丘堆積物の露頭が確認された。

• 文献に記載される推定活断層付近の露頭分布は乏しいが、
踏査範囲においては推定活断層と調和的な地質構造は確
認されない。

沢口～星山付近のルートマップ

判読したリニアメ
ントの端部

活断層詳細デジタルマップ
（2002）の端部

ルートマップ範囲

露頭全景

堆積物（海成の砂層）拡大

段丘露頭写真

拡大範囲

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲



164

250 500 750 1000 1250 1500 1750 2000
20
0

40
60
80

100

20
0

40
60
80
100

標高（m） 標高（m）

星山地点の断面図

DEMによる陰影図

活断層詳細デジタルマップ（2002）の端部

地形面区分図

H面

断面位置

位置図

拡大範囲

リニアメント方向

N
E

S

地形断面図

星山

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

• 東側延長位置の星山地点では、文献に記載される推定活断層延
長位置付近を横断して高位段丘面が分布し、その地形面に変
位・変形は認められない。

活断層詳細デジタルマップ
延長位置

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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WKS-HYM01

WKS-HYM02

WKS-HYM03

H面 ボーリング調査地点
日本の海成段丘アトラス（小池・町田編,2001）に加筆

地形面区分図

段丘面の年代（星山地点）

WKS-HYM01

WKS-HYM02

WKS-HYM03

mT9

mT9

・日本の海成段丘アトラス（2001）によれば、星山地点に分布する段丘面は、MIS9の海成段丘とされている。

星山

荒谷

※mT9：MIS9に形成された海成段丘

段丘露頭

2.4吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段丘堆積物の年代（星山地点）

深度
（m） WKS-HYM03柱状図

0.20

1.53
1.80
2.50

3.90

5.16

9.97

12.00

5

10

10

5

0

12

火山灰分析実施箇所 地形面区分図 H面

WKS-HYM01

WKS-HYM02

WKS-HYM03

ボーリング調査地点

・ボーリング調査結果から、段丘堆積物上に厚さ約4mのローム層が確認される。深度約1.7ｍ付近でAg-KP（赤城鹿沼軽石：約
4.5万年前）が認められ、さらにその下位には約2ｍのローム層が分布する。

・分析からは、その他対比可能なテフラは確認されなかったが、文献調査（MIS9に対比）、空中写真判読（高位面に区分）及び
ボーリング調査（Ag-KPの下位に約2mのローム層が分布）から、この段丘堆積物は高位段丘堆積物（中期更新世に堆積）と判
断される。

星山

荒谷

1. (13) 吾国山断層
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

（14） 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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赤城水沼9,10の降灰年代について
1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

町田・鈴木（1971）
町田（1977）

鈴木（1989） 鈴木（1990）

・箱根火山を給源とする東京・横浜地域の
下末吉ローム層下部に含まれる箱根吉沢
下部8（KｌP-8）及び箱根吉沢下部6（KｌP-6）
のフィッション・トラック年代測定を実施
・上記結果から，箱根吉沢下部7（KｌP-7）を
約13万年前と評価

・テフラ分析の結果から，那珂台地北東部
の見和層上部層最上部の砂層中に確認さ
れたテフラのうち，Miwa-MがKｌP-7に対比
されることを確認
・町田・鈴木（1971），鈴木（1977）を踏まえ，
Miwa-Mを約13万年前と評価

・テフラ分析の結果から，水沼の下部ローム層から確認
されたMzP-9･10はMiwa-Lに，赤城－水沼第8a軽石
（MzP-8a）はMiwa-Uに対比されることを確認
・鈴木（1989）に示したMiwa-L～Uは厚さ約1.4mの砂層
中に確認されるため，いずれも約13万年前と評価

Miwa-U

Miwa-M

Miwa-L

KｌP-8
（Hk-KlP-8※）
F：132±10ka

KｌP-6 
（Hk-KlP-6※）
F：128±11ka

KｌP-7
（Hk-KlP-7※）

テフラ分析結果
から対比

MzP-8a

MzP-9･10
（Ag-Mz9･10※）

町田・鈴木（1971），
町田（1977）を踏
まえ約13万年前と
評価

テフラ分析結果
から対比

テフラ分析結果
から対比

約1.4mの砂
層中に確認
されるため，
いずれも約
13万年前と
評価

両者とも
約13万年前
と評価

見

和

層

上

部

層

最

上

部

KｌP-8, KｌP-6の
ﾌｨｯｼｮﾝ･ﾄﾗｯｸ年代
測定結果から約
13万年前と評価

※町田・新井（2011）：新編火山灰アトラス[日本列島とその周辺]における名称

・文献調査結果によれば，赤城水沼9，10（MzP-9・10）は，テフラ分析の結果等から，箱根吉沢下部6～8（KｌP-6～8）とほぼ同時期の降灰とされている。KｌP-6及び
KｌP-8の降灰年代はフィッション・トラック年代測定結果から約13万年前と評価されている。

・ KｌP-6～8は，東京・横浜地域で下末吉段丘堆積物の上位に堆積した風成ローム層下部に確認されていることから，MIS5eのピーク（最新の知見では約12.3万前）
直後の海退期（約12万年前）に降灰したものと判断される。

・一方，MzP-9･10についても，M1段丘堆積物の海成層の上位の堆積物（海退期の堆積物）中に確認されていることから，KｌP-6～8と同時期に降灰したものと評価
することは，層序的にも矛盾はない。

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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山元(2013)の指摘する段丘年代について

5km

原子力科学研究所

段丘面 南関東で対比される段丘面 山元(2013) の区分

（MIS2）

（MIS3）

（MIS3）

（MIS4）

（MIS5a）

（MIS5e～5c）

（MIS13～7）

MIS5e(見和層)～5c（茨城層）

MIS7e(笠神層) ～MIS7a-c(夏海層)

山元(2013)より抜粋

敷地周辺陸域の段丘面区分図

東茨城台地

立川面 Ｔc3面

立川面 Tc2面

立川面 Tc1面

砂丘

L4面

L3面

L2面

L1面

M4面

M3面

M2面

M1面

高位面

武蔵野面 M3面

武蔵野面 M2面

下末吉～小原台面

多摩面

第四紀完新世

後

期

中
期

第
四
紀
更
新
世

5km

大洗研究開発センター

・山元(2013)は東茨城台地に分布する更新統の層序について，海水
準変動に関連付けた地層区分及びテフラの対比により検討を行い，
下位から笠神層（MIS7e），夏海層（MIS7a-c），見和層（MIS5e），茨
城層（MIS5c）に区分した。

・敷地周辺の段丘面について，中位段丘面を4つ（高位からM1面，M2
面，M3面，M4面)に，高位段丘面を1つ（H面）に区分した。

・M1段丘面は，その地形面高度，地質層序，テフラの分布等から，南
関東の下末吉面～小原台面（貝塚・松田編，1982等）に対比され，
その形成年代はMIS5e～5cと考えられる。M1段丘堆積物は山元
(2013)の見和層及び茨城層に対比される。山元(2013)においてこれ
らはMIS5e〜5cの堆積とされており，実施した年代対比と整合してい
る。

・H面はその地形面高度，その段丘面を構成する東茨城層群の地質
層序，テフラの分布等から，南関東の多摩面（貝塚・松田編，1982
等）に対比され，その形成年代はMIS13～7と考えられる。東茨城層
群は山元(2013)の笠神層及び夏海層等に対比される。山元(2013)に
おいてこれらはMIS7e～7cの堆積とされており，実施した年代対比と
の間に矛盾はない。

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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涸沼周辺の小断層について（文献調査）

・「5万分の1地質図幅「磯浜」(1975)」によると，大谷川沿いに小断層が認められ，小断層の伸びの方向が前面の谷の方向とほぼ一致するこ

とから，段丘崖の形成期に生じた非構造性の表層滑落としている。

・「5万分の1地質図幅「那珂湊」(1972)」によると，那珂川北岸の台地の先端部に小断層が認められ，段丘崖形成時における表層部の滑落に

ともなう非構造性のものであるとしている。

5万分の1地質図幅「磯浜」（1975）を用いて作成

：文献調査の対象とした図幅（5万分の1）

地質調査総合センター
「5万分の1地質図幅 「磯浜」(1975)」

：文献調査の対象とした図幅（20万分の1）

：5万分の1地質図幅が発行されている範囲

水戸

白河

石岡

竹貫

磯浜

那珂湊

5万分の1地質図幅「那珂湊」（1972）説明書を用いて作成
拡大範囲

原子力科学研究所

大洗研究開発センター

第133回審査会合
資料1-2 再掲

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（露頭位置図）

①大貫池北方地点

②海老沢地点 ③横田東方地点

拡大範囲② 拡大範囲③

拡大範囲①

変動地形学的調査結果

凡 例

断層の走向・傾斜
40

図幅に記載されている小断層の性状を確認するため，大谷川周辺の小断層について地表地質調査を行った。

・段丘崖に認められる断層は，正断層センスであり，走向はいずれも段丘崖の方向と調和的である。

各露頭位置及び断層の走向・傾斜（国土地理院による10mメッシュDEMに基づく段彩陰影図）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土
地理院の長の承認を得なければならない。

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

現地調査確認露頭

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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・断層の延長方向に分布するM1段丘面にリニアメントは判読されない。
・変位センスや走向の状況も踏まえると，これらの断層は非構造性の表層滑落と判断される。

涸沼周辺の小断層について（変動地形調査）

拡大範囲

変動地形学的調査結果

②海老沢地点

③横田東地点

①大貫池北方地点

凡 例

露頭位置および
断層の走向

0 3km1 2

各露頭位置及び断層の走向（国土地理院による10mメッシュDEMに基づく段彩陰影図）

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土
地理院の長の承認を得なければならない。

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

現地調査確認露頭

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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余 白
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涸沼周辺の小断層について （①大貫池北方地点）

露頭全景

写真撮影方向

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（①大貫池北方地点）

露頭全景スケッチ

写真撮影方向

• 露頭の北西端にF-1及びF-2断層が認められる。
• F-1及びF-2断層は段丘崖の斜面表層部に位置し，斜面の傾斜方向へ変位する正断層である。
• F-1及びF-2断層の走向と段丘崖の斜面の方向はNE-SW方向で概ね一致しており，傾斜は下方に向かって緩くなり，円弧状の形態を呈する。
• F-1断層とF-2断層の間には小規模な断層が認められる。

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（①大貫池北方地点）

東茨城層群（砂層～砂礫層）

露頭全景

露頭拡大

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（①大貫池北方地点）

• F-1及びF-2断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• F-1及びF-2断層の走向と段丘崖の斜面の方向は，NE-SWで概ね一致しており，傾斜は最上部で約56°W，露頭下方に向かって緩くなり，最下部で約36°Nと，
円弧状の形態を呈する。

• F-1及びF-2断層の鉛直変位量はいずれの対比基準面についても概ね同様で，約50cm北西側低下であり，変位の累積性は認められない。
• また，これらの断層の上盤側には，ほぼ同様な走向で主に高角度傾斜の小規模な断層が多数認められる。これらの断層は主に南東側落下数cmの変位を示し，
幅1mm程度開口している部分もあり，上端，下端はF-1及びF-2断層を越えて連続しない。

• F-1断層とF-2断層間の砂層の葉理構造は，これらの断層によってF-1断層に向かって階段状に低下していることから，F-1断層とF-2断層間に見られる小規模
な断層は，上盤が南東側に傾き下る回転により形成されたものと推測される。

露頭スケッチ

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（②海老沢地点）
②海老沢地点

写真撮影
方向

露頭全景

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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1. 涸沼周辺の小断層について（②海老沢地点）
②海老沢地点

写真撮影
方向

• 露頭の西端にF-3及びF-4断層が認められる。
• F-3及びF-4断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• F-3及びF-4断層は段丘崖の斜面表層部に位置し，斜面の傾斜方向へ変位する正断層である。
• F-3及びF-4断層の走向と段丘崖の斜面の方向はN-S方向で概ね一致しており，傾斜は上部で約38°W，露頭下方
に向かって緩くなり，下部で約34°Wと円弧状の形態を呈する。

• 鉛直変位量は約25cm西側低下である。

露頭スケッチ

走向傾斜測定結果
① N12E，38W
② NS ，34W

● 走向傾斜測定位置

①

②

F-4

F-3

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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1. 涸沼周辺の小断層について（③横田東方地点）

写真撮影
方向

露頭全景

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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1. 涸沼周辺の小断層について（③横田東方地点）

露頭スケッチ（全景）

写真撮影
方向

F-5

F-6

• 露頭の西端にF-5断層が，東端にF-6断層が認められる。
• F-5及びF-6断層は，段丘崖の斜面表層部に位置し，斜面の傾斜方向へ変位する正断層である。
• F-5及びF-6断層の傾斜は下方に向かって緩くなり，円弧状の形態を呈する。
• F-5断層の走向と段丘崖の斜面の方向はNNE-SSW，F-6断層の走向と段丘崖の斜面の方向はWNW-ESEであり，
斜面方向と概ね一致し，両断層は直交関係に位置している。

• F-5及びF-6断層の近傍に小規模な断層が認められる。

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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1. 涸沼周辺の小断層について（③横田東方地点）

• F-5断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• F-5断層の走向と段丘崖の斜面の方向は，NNE-SSWで概ね一致しており，傾斜は最上部で
約50°W，露頭下方に向かって緩くなり，最下部で約32°Wと，円弧状の形態を呈する。

• 鉛直変位量は，約2m西側低下である。

露頭スケッチ（F-5）

F-5

露頭全景

F-5

拡大範囲

露頭拡大（F-5）

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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露頭拡大（F-6）

涸沼周辺の小断層について（③横田東方地点）

• F-6断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• F-6断層の走向と段丘崖の斜面の方向は，WNW-ESEで概ね一致しており，傾斜は上部で
約58°S，露頭下方に向かって緩くなり，下部で約22°Sと，円弧状の形態を呈する。

• 鉛直変位量は，約40cm南側低下である。

露頭スケッチ（F-6）

F-6

拡大範囲

露頭全景

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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露頭拡大（F-5断層南東側）

1. 涸沼周辺の小断層について（③横田東方地点）

• F-5断層南東側及びF-6断層北西側に小規模な断層が認められる。
• 小規模な断層を詳細に観察した結果は以下のとおり。
• 見かけの鉛直変位量は約3cm～2cmの小規模な正断層で，断層面は露頭下方には連続し
ない。

露頭スケッチ（F-5断層南東側） 露頭拡大（F-6断層北西側） 露頭スケッチ（F-6断層北西側）

露頭全景

拡大範囲 拡大範囲

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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涸沼周辺の小断層について（まとめ）

涸沼周辺の小断層は段丘崖の斜面部に生じた非構造性の表層滑落であり，震源と
して考慮する活断層ではないと判断した。

• 「5万分の1地質図幅「磯浜」（1975）」及び「5万分の1地質図幅「那珂湊」（1972）」で指摘

される小断層（非構造性の表層滑落）について調査を実施した結果，同様の小断層を

涸沼周辺の３地点で確認した。

• 小断層はいずれも段丘崖の斜面表層部に位置し，段丘崖の斜面の傾斜方向へ変位

する正断層で，断層の走向は斜面の方向と概ね一致している。

• 小断層の傾斜は，露頭下方に向かって傾斜が緩くなり，円弧状の形態を呈する。

• 小断層の極近傍には高角度傾斜の小規模な断層が認められるものもある。

• 小断層の延長方向に分布するM1段丘面にリニアメントは判読されない。

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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反射測線位置図（参考；反射測線位置図）

②海老沢地点

③横田東地点

①大貫池北方地点

0 3km1 2

各露頭位置及び断層の走向（国土地理院による10mメッシュDEMに基づく段彩陰影図）と
反射測線位置図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土
地理院の長の承認を得なければならない。

現地調査確認露頭

Line-B

Line-c

Line-3

Line-3

Line-c

凡 例

露頭位置および
断層の走向

400 反射測線および
CDP No.

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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 Line-Bでは、大洗研究開発セン
ター北部の高重力異常から敷地
付近に向って先新第三系（大洗
層）の上面が深くなっており、
重力異常と調和的である。

 Line-3では、敷地西方の低重力
域から高重力域に向って先新第
三系の上面が浅くなっており、
重力異常と調和的である。

敷地南方及び西方に断層が認め
られるが、鮮新統の基底面は、
ほぼ水平に分布する。

反射法解釈図（Line-3）

Line-A
(17km)

Line-3
(19km)

Line-B
(13km)

重力：高

Line-C
(3km)

重力：高

大洗研究開発センター

重力：低

反射法解釈図凡例

推定地層境界

地層境界

推定断層

ボーリング

No.1

B B´
Line-3

B-1№1

反射法解釈図（Line-B）

先新第三系

中新統

鮮新統

中新統

3 3’
Line-B

B-2(GS68)GS66

更新統

鮮新統

中新統

中新統

先新第三系

A

B

C

D

0 2 4 km

3

3’

B

B´

大洗研究開発センター

大洗研究開発センター

GS66

B-2(GS68)
№1

B-1

ボーリング位置

S N

W E

第101回審査会合
資料1-３ 加筆修正敷地周辺陸域の調査結果

（参考;敷地周辺の調査結果［反射法地震探査］）

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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那珂湊付近の断層について（2/2）
中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」に加筆
活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」に加筆
地質調査総合センター

「50万分の1活構造図 東京（1969）」に加筆
産業技術総合研究所

「活断層データベース（2015）」に加筆
変動地形判読結果

原子力科学研究所
原子力科学研究所原子力科学研究所原子力科学研究所

磯崎
磯崎 磯崎 磯崎

日立市 日立市 日立市 日立市 日立市

磯崎

原子力科学研究所

： 活動セグメント

凡例凡例

： 推定断層

凡例

・ 「5万分の1地質図幅「那珂湊」（1972）」に示されている断層付近に活構造を指摘している文献はない。

・ 地形判読の結果，上記位置に変動地形は認められない。

・ 以上のことから，当該断層を含め，上記位置に活構造はないものと判断している。

凡例

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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大洗町付近の断層について

・「5万分の1地質図幅 「磯浜」(1975)」によると，第四系の下位には，大洗台地では白亜系〜古第三系の大洗層，鹿島台地では中新統，東茨城台地では鮮新統が分布しており，こ
れらの地層の相互関係は不明であるが，境界に断層の存在を推定している。一方，これらの地層を覆う第四系については，「ほとんど水平に分布しており，構造的な変形は受け
ていない」とされている。

・「20万分の1地質図幅 「水戸」(2001)」にこれらの断層は図示されていない。
・上記に加えて，地形判読結果においても，周辺に広く分布するM1面にもリニアメントが判読されず，また地表地質調査等の結果においてもM1段丘堆積物の基底面がほぼ水平に
分布していることから，後期更新世以降の活動は無いと判断される。

：文献調査の対象とした図幅（5万分の1）

地質調査総合センター
「5万分の1地質図幅 磯浜(1975)」に加筆

：文献調査の対象とした図幅（20万分の1）

：5万分の1地質図幅が発行されている範囲

水戸

白河

石岡

竹貫

拡大範囲
磯浜

那珂湊

磯浜図幅説明書（1975） より抜粋

A

B B’

東
茨
城
台
地

東
茨
城
台
地

鹿
島
台
地

大洗研究開発センター

原子力科学研究所

大洗研究開発センター

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動 第133回審査会合
資料1-2 再掲
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・山元（2013）においては，ラビンメント面等の傾斜から，東茨城台地において南へ傾斜する傾動運動を指摘しており，小池・町田（2001）の指摘する
長さ250kmに及ぶ曲動運動とも整合するとしている。

・また，ラビンメント面の比高から東茨城台地の隆起沈降傾向を示しており，東茨城台地のMIS5eとMIS7eのラビンメント面の標高はMIS7eの方が低
いことから，少なくとも24万年〜12万年間は沈降しており，隆起は約9万年前以降に開始したとしている（ただし，地層の圧密の効果やMIS毎の海
面変化量の違い等のかなりの誤差を無視しての仮定ではあるとしている）。

山元(2013)の指摘する東茨城台地の地殻変動について

山元(2013)を用いて作成

ラビンメント面（MIS5e）

ラビンメント面（MIS7e）

山元(2013)を用いて作成

1. (14) 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第133回審査会合
資料1-2 再掲



191

2. 敷地を中心とする半径30km以遠の活断層（補足説明）

（1） 関東平野北西縁断層帯
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（SW） （NE）

（SW） （NE）

埼玉県（1996），中澤・遠藤（2002）等のボーリング資料の
解析の結果，伊奈町本町の南方及びさいたま市深作付近に
おいてリニアメントが判読される位置の直下に分布する後期
更新世の木下層上部の基底をなす砂礫層にリニアメントを
挟んでの高度差は認められない。

判読されたリニアメントは，河川の侵食に伴う崖によるもの
と考えられる。

伊奈町本町付近地質断面図

さいたま市深作付近地質断面図

ボーリング資料による検討結果（南東部）ボーリング資料による検討結果（南東部）
第133回審査会合
資料1-2 再掲

2. (1) 関東平野北西縁断層帯
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3. 敷地周辺海域の断層（補足説明）

(1) 敷地周辺海域の断層
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A

D2

D1

D3

音波探査記録（測線：No.108W）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

 F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1

層上部には変位・変形を与えていない。

 F13断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1

層上部には変位・変形を与えていない。
拡大範囲

← F12F13→

3. (1) 敷地周辺海域の断層

F11

F12

F13

F1a-1

F1b-2

№108WA 後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

震源として考慮する活断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分
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A

D2

D1

A

D2

D1

音波探査記録（測線：No.108G-2）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

 F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1

層上部には変位・変形を与えていない。

 F13断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1

層上部には変位・変形を与えていない。
拡大範囲

3. (1) 敷地周辺海域の断層

F11

F12

F13

F1a-1

F1b-2

№108G-2

← F12F13→
後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

震源として考慮する活断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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A

D2

D1

C2

音波探査解析図（測線：No.107.5WA）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

 F11断層は，D1層まで変位を与えている。

 F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1層
上部には変位・変形を与えていない。

 F13断層の延長部には，変位・変形は認められない。

拡大範囲

← F12

F11

← F11

3. (1) 敷地周辺海域の断層

F12

F13

F1a-1

F1b-2

№107.5WA
後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

震源として考慮する活断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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A

D2

D1

A

D1

音波探査解析図（測線：No.107.5Ｇ-3 / No.107.5G）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

 F11断層は，D1層まで変位を与えている。

 F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1

層上部には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

拡大範囲 F11

F12

F13

F1a-1

F1b-2

№107.5G

← F12

← F11

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

震源として考慮する活断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F11

F12

A

D2

D1

C2

音波探査解析図（測線：No.107ＷＡ）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

 F11断層の延長部には，変位・変形は認められない。

 F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1層
上部には変位・変形を与えていない。

 F13断層の延長部には，変位・変形は認められない。

拡大範囲

3. (1) 敷地周辺海域の断層

F13

F1a-1

F1b-2

№107WA
← F12

← F11

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

震源として考慮する活断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F1断層の音波探査解析図（測線：No.0Ｇ） 【北部】
3. (1) 敷地周辺海域の断層

F1a断層は，D1層まで変位を与えている。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

D1

A

F13

F1a-1

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

№0G

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F13

F1a-1

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

F1断層の音波探査解析図（測線：No.1W-1）
3. (1) 敷地周辺海域の断層

 F1b-1断層は，D1層まで変位を与えている。

 F1b-2断層の延長部には変位・変形が認められない。

№1W-1

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

【北部】

A

D3

D2

D1

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F13

F1a-1

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

D1

D2

C2

D1

D3

500m1000m

F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.2W-1,2 / No.2Ｇ）【北部】

F1c断層はD1層上部まで変位を与えている。

F1b-3断層はD1層上部まで変位を与えている。

F1b-2断層はD1層上部まで変位を与えている。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№2W-1,2

№2G

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

第133回審査会合
資料1-2 再掲

古
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紀
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先
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紀

Ｄ１
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新
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三
紀

鮮
新
世
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中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分
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F13

F1a-1

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

D3 D2

C2

D1

C1

C2

D1

500m1000m

F1断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.4W-1 / No.4Ｇ） 【中部】

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

F1c断層は，C2層上部には変位・変形を与えていない。

F1d断層は，C1層には変位・変形を与えていない。

№4W-1

№4G

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F1d

F1c

F1e

F1f-2

F1g

D2

C2

D1

D3

C1

C1

C2

500m1000m

F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.6W-1 / No.6Ｇ）【中部】

F1c断層はC1層上部には変位・変形を与えていない。

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№6W-1

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№6G

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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完新世 Ａ
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分
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F1d

F1c

F1e

F14

F1g

F1f-2

F1断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.9A） 【中部】
3. (1) 敷地周辺海域の断層

 F1e断層は，C2層には変位・変形を与えていない。

 F1c断層は，B3層上部には変位・変形を与えていな
い。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｃ１

Ｃ２

Ｂ３

Ｅ

№9A

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
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世
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世
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Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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F1d

F1c

F1e

F14

F1g

F1f-2

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

F1断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.10W-1）

F1c断層，F1f-1断層及びF1g断層はB3層上部には変位・
変形を与えていない。

F1f-2断層はC2層上部には変位・変形を与えていない。

F1e断層の延長部には変位・変形が認められない。

【中部】
3. (1) 敷地周辺海域の断層

№10W-1

C2

B3
C1

D2

D1

D3

1000m

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
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三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世
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新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２
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四
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完新世 Ａ
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新
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F1d

F1c

F1e

F14

F1g

F1f-2

F1断層の音波探査解析図（測線：No.10Ｇ）

F1c断層及びF1f-1断層はB3層上部には変位・変形を与
えていない。

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

【中部】

№10G

C2

C1

B3

A

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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紀
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先
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紀
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Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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F1d

F1c

F1e

F14

F1g

F1f-2

C2

B3

C1

D2

C1

D1

D3

B3

A

500m1000m

F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.11W-2 / No.11Ｇ） 【南部】

 F1c断層の延長部には変位・変形が認められない。

 F1f-2断層はB3層上部には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№11G

№11W-2

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀
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世
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世
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中期 Ｂ２
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完新世 Ａ
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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F5断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.14W-3）

F5a断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

【南部】

№14W-3

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

C2

B3

C1

B2

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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F5b

A-4

F5a

F1f-1

F1f-2

F5断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.15W-3,5）

F5a断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

F5b断層の延長部には変位・変形が認められない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

【南部】

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№15W-3,5

B3

C1

B2

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F5b

A-4

F5a

F1f-1

F1f-2

F5断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.107W-2,3）

F5b断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

F5a断層の延長部には変位・変形が認められない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

【南部】

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№107W-2,3

B3

C1

B2

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正



211

F5b

A-4

F5a

F1f-1

F1f-2

A

B3

B2

C2

C1

D1

A-4背斜の音波探査解析図（測線：Ｎo.13W-3）
A-4背斜は，B3層上部には変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№13W-3

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世
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中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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C2

B3
C1

D2

D1

D3

A

F14断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.9W-1,2）
F14断層はD1層上部には変位・変形を与えていない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№9W-1,2
F14

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀
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新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
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Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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1000m

C2

B3

C1

D2 D1D3

C2

B3

C1

D1

A

500m

F2断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.15W-1,2 / No.4Ｇn）

F2断層はD1層上部からB3層上部まで変位を与えて
いるが， D1層下部以下には変位・変形を与えていな
い。

C2

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№4Gn
№15W-1

F2

構造性の断層ではないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
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世
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中
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世

前期
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Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
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完新世 Ａ

更
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世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F2

E

D3

C2

B3C1

D1

F2断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.HA）

F2断層はD1層上部からC1層上部まで変位を与えて
いるが， D1層下部以下には変位・変形を与えていな
い。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№HA

構造性の断層ではないものと判断される断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
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Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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A

B1B2
B3

C1

C2

D1

D2

E

D3

F17断層及びA-2a背斜の音波探査解析図（測線：M86-14-2）
3. (1) 敷地周辺海域の断層

F17断層は，D1層上部には変位・変形を与えていない。

A-2a背斜は，B3層には変形を与えていない。

№86-14-2

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

F17

A-2a

A-2b

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
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世
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中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正



216

A-2ｂ背斜の音波探査解析図（測線：M70-11）
A-2b背斜は，B2層には変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№70-11

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

Ｄ１

Ｃ１

Ｃ２

Ｂ３

Ａ

Ｄ２

Ｄ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｅ

F17

A-2a

A-2b

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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C2

C1

D2

D1

D3

B3

B2

B1

E

F18断層の音波探査解析図（測線：K84-1）
F18断層はD1層には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

K84-1

F18

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層
古
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紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正



218

Ｄ１

Ｃ１

Ｃ２

Ｂ３

Ｄ２

Ｄ３

Ｂ２
Ｂ１

Ｅ

F9断層の音波探査解析図（測線：M70-B-3）
F9断層は，B3層には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№70-B-3

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

F9

F15

F10

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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C2

B3

C1

B2

B1

F10，F15断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.17W-5）

F10断層及びF15断層はB2層上部には変位・変形を
与えていない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№17W-5

F15

F10

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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Ｄ１

Ｃ１

Ｄ２

Ｅ

Ｂ２

Ｄ３

Ｃ２ Ｂ３

Ａ Ｂ１

F19，F20断層の音波探査解析図（測線：M71-B-1）
 F19断層は，C2層には変位・変形を与えていない。

 F20断層は，C1層には変位・変形を与えていない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

M71-B-1

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

F3

F4a

F21

F19

F20

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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先
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紀
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新
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紀
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完新世 Ａ
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F3

F4a

F21

F19

F20

Ｄ１

Ｃ１

Ｄ２

Ｅ

Ｂ２

Ａ

F21断層の音波探査解析図（測線：No.27W-1）
F21断層は，D1層上部には変位・変形を与えていない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№27W-1

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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紀
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先
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紀

Ｄ１

Ｄ２
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紀
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完新世 Ａ
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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C1

D1

D2

B2

B1

F22，F23，F24，F25，F26断層の音波探査解析図（測線：Ｎo.32W-2,3）

 F22断層及びF25断層は，D1層上部には変位・変形
を与えていない。

 F23断層，F24断層及びF26断層は，C1層には変
位・変形を与えていない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№32W-2,3

F22

F24

F23

F25

F26

A-3

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
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紀

Ｄ３

Ｅ
先
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新
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三
紀
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完新世 Ａ
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F22

F24

F23

F25

F26

A-3

B2

B1

C1

D1

D2

B3

E

A-3背斜の音波探査解析図（測線：SN94-4）
A-3背斜は少なくともB2層には変形を与えていない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

SN94-4

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
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紀
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Ｅ
先
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三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
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紀
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完新世 Ａ
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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拡大範囲

F3断層、F4断層及びF6断層の音波探査記録
F6

C1

C2

D1
D2

B2

B3

F3
№23W

[F3断層]
E層からB2層まで変位が認め
られる。

[F6断層]
E層及びD2層下部に
変位が認められる。

F6

C1

D1

D2
E

B2

B3

C2
D3

F3
№24W

拡大範囲

F6

[F3断層]
E層からB2層まで変位が認
められる。

[F6断層]
E層及びD1層に変位が
認められる。 C1

D1

D2E

B2

B3

F3

№25W
F4a

測線位置図

地層境界

撓曲

凡 例

断層

断層位置
（F6：▼、F3：▼、F4：▼）

断層延長位置
（F6：▽、F3：▽、F4：▽）

▼

▽

[F6断層]
• NNE-SSW走向で，相対的落下側は

西北西の断層であり，長さは約11 
km

• 深部のE層及びD１層に変位が確認
されるが、少なくともB2層には変
位・変形は確認されない。

[F6断層]
（探査深度以深）

0.0sec
(0m)

0.2sec
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0.4sec
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0.6sec
(450m)

0.8sec
(600m)

1.0sec
(750m)
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0.2sec
(150m)

0.4sec
(300m)
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3. (1) 敷地周辺海域の断層
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F4a

F4b-1

F4b-2
震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
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F3断層、F4断層及びF6断層の音波探査記録
F6 F3

[F3断層]
E層からB2層まで変位が認められる。

[F4b-1断層]
D1層上部及びC1層に変
位・変形が認められる。

[F4a断層]
E層、D2層及びD1層に変
位・変形が認められる。

№26W

№27W

№28W

[F4a断層]
E層、D2層、D1層及びC1層
下部に変位・変形が認められる。

[F3断層]
E層からB2層まで変
位が認められる。

[F6断層]
E層及びD1層下部
に変位が認められ
る。

[F4a断層]
E層、D2層及びD1層に
変位・変形が認められる。

[F3断層]
E層、D2層及びD1層に変
位・変形が認められる。

F4a

F6 F3 F4a

F3

F4a
F4b-1

C1D1

D2
E

B2

B3

C1

D1
D2

E

B2

B3

C1

D1

D2
E

B2

B3

F21

F20

F21

地層境界

撓曲

凡 例

断層

断層位置
（F6：▼、F3：▼、F4：▼）

断層延長位置
（F6：▽、F3：▽、F4：▽）

▼

▽

[F3断層]
• おおむねNE-SW走向で，相対的落下

側は北西の断層であり，長さは約14 
km

• Ｆ３断層の北中部については、E層か
ら海底面付近まで断層による変位が
確認される。一方南部では、E層から
D1層に断層による変位・変形が確認
されるが、浅部に変位・変形は確認
されない。

拡大範囲

拡大範囲

拡大範囲
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(450m)
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(600m)

1.0sec
(750m)

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№26W

№27W

№28W

測線位置図

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2
震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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先
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完新世 Ａ
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分
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[F4b-1断層]
D1層、C1層及びB2層下
部に変形が認められる。

[F4a断層]
E層、D2層及びD1層に変
位・変形が認められる。

[F4b-2断層]
C1層に変形が認められる。

[F4a断層]
E層、D2層及びD1層に
変位・変形が認められる。

[F4b-2断層]
D1層、C1層及びB2層下
部に変形が認められる。

[F4b-2断層]
D1層、C1層及びB2
層下部に変形が認めら
れる。

C1

D1

D2

E

B2

B3

C1
D1

D2

B2

B3

B1

C1

D1

D2

B2

B3

B1

F4b-1
F4a
F4b-2

F4b-1F4a
F4b-2

E

F22

[F4b-1断層]
D1層、C1層及びB2
層に変位・変形が認め
られる。

F22F26 F24
F23

F3 №29W

№30W

№31W
F4b-2

F3断層、F4断層及びF6断層の音波探査記録

測線位置図

地層境界

撓曲

凡 例

断層

断層位置
（F6：▼、F3：▼、F4：▼）

断層延長位置
（F6：▽、F3：▽、F4：▽）

▼

▽

拡大範囲

拡大範囲

拡大範囲

0.0sec
(0m)

0.2sec
(150m)

0.4sec
(300m)

0.6sec
(450m)

0.8sec
(600m)

1.0sec
(750m)

0.0sec
(0m)

0.2sec
(150m)

0.4sec
(300m)

0.6sec
(450m)

0.8sec
(600m)

1.0sec
(750m)

0.0sec
(0m)

0.2sec
(150m)

0.4sec
(300m)

0.6sec
(450m)

0.8sec
(600m)

1.0sec
(750m)

[F4断層]
• Ｆ４断層は，Ｆ４ａ，Ｆ４ｂ－１及びＦ４ｂ
－２からなり、いずれもNNE-SSW走向で
ある。

• Ｆ４aは、相対的落下側が西北西の断層で、
長さ約14 kmである。主に深部のD1層及び
D2層に断層による変位・変形が確認される。

• F4b-1は、相対的落下側は西北西の断層で、
長さ約7kmである。主に浅部のB２層下部及
びC１層に変位・変形が確認されるが、深部
には変位・変形は確認されない。

• F4b-2は、相対的落下は、東南東の断層で、
長さは約８kmである。主に浅部B２層下部
及びC１層に変位・変形が認められるが、深
部には変位・変形は確認されない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

№29W

№30W

№31W

震
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層

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜
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地質時代 音響層序区分
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F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

A

B2

D1D2

E

A B2

C1

D1

F3断層北中部周辺の音波探査記録

B１層が分布しておらず、B２層堆積以降の活動性が判断できないことから、後期更
新世以降の活動性を否定できないと評価。

№25W-2

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

測線位置図

№25G

Ｅ層、Ｄ２層、Ｄ１層及びＢ２層に変位が確認される
Ｄ１層及び海底面付近のB2層に変位が確認される

[Ｆ3]
E層からB2層の海底面付近まで西側落下の変位が認められる。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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（凡　例）

地質時代 音響層序区分
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D2

E

A

C1

D1

C2

D3

B3

B2
D1

D2

D
E

C1

B

C

B2
F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F3断層北部周辺の音波探査記録

[Ｆ3]
Ｆ３断層延長位置のE層、D3層、D2層、D1層、C1層及びB2層には変位・変形は確認されない。

F３断層延長位置に変位・変形が認められないことから、№23AをF
３断層の北端部と評価。

№23A-2

SN94-A

Ｆ３断層延長位置のE層、D3層、D2層、D1層、
C1層及びB2層には変位・変形は確認されない

測線位置図

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

Ｆ３断層延長位置のE層、D3層、D2層、D1層、
C1層及びB2層には変位・変形は確認されない

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜
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F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F3断層南部周辺の音波探査記録

上載するC１層及びB2層に変位・変形が認められないことから、後期更新世以降の活動性
はないものと評価。

[Ｆ3]
E層からD1層に西側落下の変位・変形が確認されるが、C１層及びB2層に変位・変形は認められない。

№28W-2

C１層及びＢ２層に変位・変形は確認されない

E層、Ｄ2層及びＤ1層に変位・変形が確認される。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

C1

D1

D2

E

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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（凡　例）
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E

A

D1

D2

C1

B2

D1

C1

B2

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F3断層南側延長部周辺の音波探査記録

[Ｆ3]
F3断層延長位置のD1層、C1層及びB2層に変位・変形は確認されない。

№29W-1

№29G-2

D1層、C1層及びB2層に変位・変形は確認されない

C1層及びB2層に変位・変形は確認されない

F３断層は、№29測線に連続しないことを確認。

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

C1

B2

B2
C1

D1

D2

E

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜
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地質時代 音響層序区分
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F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F4a断層周辺の音波探査記録

[F4a]
E層からC１層下部に西側落下の変位・変形が確認されるが、少なくともB2層に変位・変形は確認されない。

上載するB2層に変位・変形が認められないことから、後期更新世以降の活動性はないものと
評価。

№26W-2

C1層上部及びB2層に変位・変形は確認されない

Ｅ層、D2層、D1層及びC1層下部に変位・変形が確
認される

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例
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（凡　例）
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C1

D1

B2

D2E

C1

D1

B2

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F4b-1断層周辺の音波探査記録

F4aは深部に、F4b-1は浅部に断層による変位・変形が確認される。両者は近接して分布していることから、一連のものと評
価し、F4b-1は上載地層との関係は判断できないことから、後期更新世以降の活動性は否定できないと評価。

№30W-2,3 №30G

[F4b-2]
Ｄ１層上部、Ｃ１層及びB2層下部に変形
が確認される

[F4a]
Ｅ層、Ｄ2層及びＤ1層に変位・変
形が確認される

[F4b-1]
Ｄ１層、Ｃ１層及びＢ２層に変位・変形
が確認される

[F4b-2]
Ｃ１層及びＢ２層下部に変形が確認される

[F4b-1]
D1層、C1層及びＢ２層下部
に変位が確認される

[F4b-1]
Ｂ２層上部には明瞭な反射面がない

[F4b-2]
Ｂ2層上部に変位・変形は確認されない

[F4a] E層からD１層に西側落下の変位・変形が確認されるが、C1層及びB2層には変位・変形は確認されない。
[Ｆ4b-1] D１層からB２層下部に西側落下の変位・変形が確認され、Ｂ２層上部には明瞭な反射面が認められないことから、上載地

層による判断ができない。なお、深部のD２層には変位・変形は確認されない。
[F4b-2] D１層、C1層及びB2層下部に変形が確認されるが、海底面付近のB２層上部には変位・変形は確認されない。また、深部

のD２層には変位・変形は確認されない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

C1

B2

F4b-1及びF4b-2断層周辺の音波探査記録

[F4b-1] F4b-1断層延長位置に断層は確認されない。
[F4b-2] C1層及びB２層下部に東側落下の変位・変形が認められるが、B２層上部の反射面には、変位・変形

は確認されない。

B2層上部に変位・変形が確認されないことから、少なくとも後期更新世以降の活動性はないものと評価。

№13GS

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

[F4b-2]
B2層上部に変位・変形は確認されない

[F4b-1延長位置]
Ｃ１層及びB2層に
変位・変形は確認されない

[F4b-2]
C１層に変位が確認される

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

[F4b-2]
C１層及びB2層下部に変形が確認され
る

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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D1

D2

B2

C1

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

D1

C1

D2

F4b-1及びF4b-2断層南側延長部周辺の音波探査記録

234

№31W-1測線
[F4a][F4b-1] 断層延長位置に変位・変形は確認されない。
[F4b-2] D１層上部、C1層及びB2層下部に変形が認められるが、深部のD2層及びD1層下部に変位・変形は認められない。

№112W-2,3測線
[F4a][F4b-1][F4b-2] 断層延長位置に変位・変形は認められない。

F4b-2はD１層上部、C1層及びB2層下部に変形が認められるが、深部のD2層及びD1層下部に
変位・変形は認められないことから、後期更新世以降の活動性はないものと評価。また、F4a及
びF4b-1は、№31測線に連続しないこと、F4b-2は、№112測線に連続しないことを確認。

№31W-1

№112W-2,3

[F4b-2]
D１層上部、C1層及びB2層
下部に変形が認められる

D2層及びD1層下部に変位・
変形は認められない

[F4b-2延長位置]
D2層、D1層、C1層及びＢ２層に
変位・変形は認められない。

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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A

B2

D1D2

E

A B2

C1

D1

F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

F6断層周辺の音波探査記録

[Ｆ6]
E層及びD1層に西側落下の変位が確認されるが、B2層には、変位・変形は確認されない。

上載するB2層に変位・変形が認められないことから、後期更新世以降の活動性はないものと評価。

№25W-2№25G

Ｅ層及びD1層に変位が確認される

Ｄ１層に変位が確認される

Ｂ２層に変位・変形は確認されない

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F6

F3

F4a

F4b-1

F4b-2

Ｅ層及びD1層下部に変位
が確認される

Ｂ２層及びＣ１層に変位・変形は確認されない

F6断層周辺の音波探査記録

[Ｆ6]
E層及びD1層に西側落下の変位が確認されるが、C1層及びB2層には、変位・変形は確認されない。

上載するB2層に変位・変形が認められないことから、後期更新世以降の活動性はないものと評価。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

№26W

№4Gs

測線位置図

3. (1) 敷地周辺海域の断層

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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上総層群上部

上総層群下部
反射面Ａ：CN12b/CN14a 
反射面Ｂ：CN4/CN11b

反射面Ｄ

Ｆ4断層の南方陸域付近

（post N.8層）

N.8層
反射面Ｃ：（庭谷不整合）

（先新第三系基盤岩類）

Ｆ4断層の南方陸域に関する文献調査結果

※上総層群：房総半島に分布する鮮新世
末期～更新世中期の深海～浅海成層
（新版地学辞典(1996)）

 反射面ＣとＤに挟まれる区間の地層内反射面は細かくうねり，また水平方向に寸断されており，この区間の地層に褶曲お

よび断層が発達していることを示唆する。これらの褶曲および断層はＢとＣに挟まれる地層では軽微であり，また反射面

Ｂより上位の地層には連続しない。

 反射面Ａは大洋観測井おけるCN12b/CN14a境界の不整合と，反射面ＢはCN4/CN11b境界の不整合（黒滝不整合）とそれぞれ

一致し，それによって反射面Ａより上位の地層は上総層群上部，反射面ＡとＢに挟まれる地層は上総層群下部と対比でき

る。

［林ほか(2005)による］

林ほか(2005)に加筆

鮮新世

第四紀

Ｆ4断層の南方陸域付近

林広樹・笠原敬司・木村尚紀・川中卓・太田陽一（2005)：茨城県大洋村
におけるバイブロサイス反射法探査 －棚倉構造線南方延長に関連して-，
地震 第2輯，第58巻(2005) 29-40頁

3. (1) 敷地周辺海域の断層

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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Ｆ4断層の南方陸域に関する文献及び変動地形学的調査結果

 「新編 日本の活断層（1991）」，「活断層詳細デ

ジタルマップ（2002）」において， F4断層の南方

陸域には活構造は指摘されていない。

変動地形学的調査の結果においても， F4断層

の南方陸域には変動地形は認められない。

3. (1) 敷地周辺海域の断層

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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M86-14-2

F8，F16断層及びA-1背斜の音波探査解析図（測線：M86-14-2）

F8断層及びF16断層はD1層上部には変位・変形を
与えていない。

A-1背斜はB3層には変形を与えていない。

D2

D1

D3

E

B3

B2

B1

C2

C1

2500m

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

3. (1) 敷地周辺海域の断層

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，機構の解釈によるも
のである。

F16

A-2b

F8
A-1

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

後期更新世以降の活動はないものとされる背斜

凡 例

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世

Ｃ２

中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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東海第二発電所 東海第二発電所

2011年東北地方太平洋沖地震発生前後の微小地震発生状況

F8，F16断層及びA-1背斜近傍の微小地震分布

2011年東北地方太平洋沖地震発生後，F16断層，F8断層及びA-1背斜の近傍で，
地震が集中して発生している。

2011年東北地方太平洋沖地震発生前のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，1997年10月～2011年2月）

2011年東北地方太平洋沖地震発生後のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，2011年3月～2014年3月）

F16

A-1 F8

F16

A-1 F8

原子力科学研究所 原子力科学研究所

：将来活動する可能性のある断層等

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等
：将来活動する可能性のある断層等

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

0 10 20 km

3.0≦Ｍ≦4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

0.0≦Ｍ＜1.0

140.5° 141.0°

36.5°36.5°

140.5° 141.0°

0 10 20 km

3.0≦Ｍ≦4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

0.0≦Ｍ＜1.0

3. (1) 敷地周辺海域の断層

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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3. 敷地周辺海域の断層（補足説明）

(2) No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について
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No.16W

No.18W

音波探査測線図

原子力科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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F17

F17

音波探査記録及び解析図（測線：No.18W）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

・本測線で認められる背斜構造は，Ｃ１層まで認められるが，Ｂ３層以上の地層には認められない。
・背斜構造については，1測線のみで確認され，後期更新世以降の地層に変位・変形を与えていない
場合は，断層分布図に図示していない。

No.18W

原子力
科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
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三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世
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中
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世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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音波探査記録及び解析図（測線：No.16W）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

No.1６W

・本測線では，No.18W測線で認められる背斜構造よりも短い波長の背斜構造の西翼に断層(ｆ２６断層)が認められるという
特徴を有している。

・ｆ２６断層は，Ｄ１層に変位・変形が認められるが，Ｃ２層以上の地層には変位・変形は認められない。

原子力
科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

古
第
三
紀

Ｄ３

Ｅ
先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世
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中
新
世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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F17

音波探査記録及び解析図（測線：No.16W及びNo.18W）

No.1６W

No.1８W

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

・ No.18W測線とNo.16W測線には同様の構造は認められない。

原子力
科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

古
第
三
紀

Ｄ３
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先
古
第
三
紀

Ｄ１

Ｄ２

新
第
三
紀

鮮
新
世
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中
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世

前期
Ｂ３

Ｃ１

中期 Ｂ２

第
四
紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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音波探査解析図（測線：No.17W）

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

No.1７W

・本測線では音波散乱層の影響により，一部でＢ３層以下の地質構造の把握が困難。

原子力
科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

古
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紀
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先
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新
第
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紀

鮮
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世
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前期
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中期 Ｂ２
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完新世 Ａ
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後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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音波探査記録及び解析図（測線：No.19W）

・本測線では変位及び変形は認められない。
・No.18W測線で確認されたＣ１層まで認められる背斜構造に対応する構造も認められない。

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

No.1９W

原子力科学研究所

3. (2) 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

古
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紀
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紀

完新世 Ａ

更
新
世

後期 Ｂ１

（凡　例）

地質時代 音響層序区分

第133回審査会合
資料1-2 加筆修正
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余白
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4. 敷地周辺の同時活動（補足説明）
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0 2km

【滑石南西方露頭】

御斎所変成岩類の緑色片岩中の破砕部では，平面的な断層面に条線が認められ，
幅2cmの軟質な粘土状破砕部を伴う。周囲は鱗片状～岩片状破砕部である。

北方陸域の断層の露頭写真（1/2）

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図
画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければ
ならない。

4. 敷地周辺の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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0 2km

【古我湯露頭】

【水上北方露頭】

北方陸域の断層の露頭写真（2/2）

W E

断層の西側には石城層の砂岩，東側には御斎所変成岩の片岩が分布している。砂岩側
の幅数cmはシルト状破砕部からなる。主断層面は概ね平面的であるが，地表から土砂，
植物根が侵入し，性状の詳細は不明である

御斎所変成岩中の断層露頭は，幅約3㎝の角礫混じり砂状破砕部からなり，幅18cmの軟質粘土状
破砕部を伴う。平面的な断層面が認められる。

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数
値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければならない。

4. 敷地周辺の同時活動
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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• トレンチ調査等の結果から，過去数回の活動が検出されており，後期更新世以降
に2011年4月11日の地震の規模を上回るような地震が発生した痕跡は認められ
ない（→塩ノ平地震断層とその他の断層が連動した痕跡は認められない）。

• 今回の単位変位量は過去の単位変位量より十分に大きいことから，十分な応力
解放がなされている。

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果1/4）

表（既往文献調査結果一覧）

4. 敷地周辺の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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（左右反転）

石山ほか（2012）に加筆

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果2/4）

4. 敷地周辺の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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西側落下の断層変位による崖が鎌倉～
室町時代以降に埋積されたことを示す。 丸山ほか（2012）に加筆

黒澤ほか（2012）に加筆

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果3/4）

4. 敷地周辺の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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（左右反転）

堤・遠田（2012）に加筆

（左右反転）

丹羽ほか（2013）に加筆

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について
（文献調査結果4/4）

4. 敷地周辺の同時活動
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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（粟田ほか，2011）に加筆

14.2km

15.6km

地震断層の長さ等と地震規模との対応（1/2）

両地震断層の長さから推定した地震モーメントと地震観測記録から求まる地震モーメントが整合していることを

確認した。

福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）によって地表に現れた地震断層と地震規模の関係について検討を実施

検討は，地震断層の長さから推定される地震モーメントと地震観測記録から求まる地震モーメント（F-net）の比較により実施

単位 塩ノ平断層 湯ノ岳断層
塩ノ平断層

＋
湯ノ岳断層

備　　考

km 14.2 15.6 粟田ほか(2011)より

km 15.0 15.0
断層上端深さ5km
断層下端深さ18km
断層傾斜角60°

km
2 213.0 234.0 ①×②

6.8 6.8 ①より

入倉・三宅(2001) N･m 2.96×10
18

3.40×10
18

6.36×10
18 ③より

武村(1990) N･m 4.74×10
18

4.74×10
18

9.48×10
18 ④より

武村(1998) N･m 7.24×10
18

7.24×10
18

1.45×10
19 ④より

2011年4月11日
F-net

N･m 9.58×10
18

④松田式によるマグニチュード

地
震
モ
ー

メ
ン
ト

項　　目

①断層長さ

②断層幅

③断層面積

比較

塩ノ平
地震断層

湯ノ岳
地震断層

塩ノ平地震断層
＋

湯ノ岳地震断層

4 敷地周辺断層の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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※Mizoguchi et al.(2012):Surface Fault Ruptures and Slip Distributions of the Mw 6.6 11 April 2011 Hamadoori, Fukushima Prefecture, 
Northeast Japan, Earthquake, BSSA,vol.102 ,no.5 ,p.1949-1956

地震断層の長さや変位量から推定したモーメントマグニチュードと地震観測から求まるモーメントマグニチュードが整

合していると評価されている。

地震断層の長さ等と地震規模との対応（2／2）
○福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）に関する，地表に現れた断層長さや変位量から推定した

モーメントマグニチュードと地震観測記録から求まるモーメントマグニチュードの関係（文献調査）

■Mizoguchi et al（2012）※について

• 福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）について現地調査を行い，変位分布等を調べている。

• 調査の結果得られた地震断層長さや最大変位量，平均変位量を，Wells and Coppersmith（1994）による経験式に

当てはめてモーメントマグニチュードを算定している。

• その結果モーメントマグニチュードは6.5～6.8となり，地震観測記録から求まる気象庁のモーメントマグニチュード

6.6と整合しているとしている。

Mizoguchi et al.（2012）による地表地震断層

Mizoguchi et al.（2012）による変位分布

左：井戸沢断層（塩ノ平地震断層）

右：湯ノ岳断層（湯ノ岳地震断層）

4 敷地周辺断層の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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井戸沢断層の応力解放について（文献調査結果）

＜干渉SAR画像と変位不連続トレースにおける衛星からの距離変化量＞

＜最適断層モデルの配置とすべり量分布＞
・最大すべり量は塩ノ平地震断層の地表付近で2.7m

＜断層モデルの推定に基づく地下構造の模式図＞
・井戸沢断層は，地表付近のスプレー構造で特徴づけられる

（Fukushima et al. （2013）に加筆）

Fukushima et al. (2013)の概要

福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.6)を対象に，SAR画像を用いて面的な地盤変動を検出し，再現解析のため断層モデルを求めた。

地表の変位を再現するよう最適化した断層モデルは，井戸沢断層と塩ノ平地震断層が深さ約５ｋｍ以深で収斂することを示唆する。

＜最適断層モデルの評価＞
(b)の解析結果は(a)の観測結果を良好に再現している（(c)の解析結果は赤枠部分が再現されない）。

塩ノ平地震断層

井戸沢断層

湯ノ岳地震断層

塩ノ平地震断層 井戸沢断層

湯ノ岳地震断層

塩ノ平地震断層

井戸沢断層

湯ノ岳地震断層

井戸沢断層と塩ノ平地震断層は，
深部で収斂する一連の断層構造であ
ることが示唆されているとしている。

(a)干渉SAR画像（観測結果）
(c) 井戸沢断層と塩ノ平地震断層が

収斂しないモデルによる解析結果
(b)井戸沢断層と塩ノ平地震断層が

収斂するモデルによる解析結果

4 敷地周辺断層の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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地震本部の手法による塩ノ平断層の地震発生確率

期間 地震発生確率

今後３０年間 6×10-1338パーセント

今後５０年間 1×10-848パーセント

以下の条件で，BPT分布に基づく地震発生確率を算定した。
• 再来期間12,500年（文献調査結果のうち最短とした）
• 地震後経過年数 5年（2016年4月時点に相当）
• 地震発生間隔のばらつきα=0.24（地震本部による標準的値）
この結果，今後30年間，50年間の地震発生確率はほぼ0％となった。

地震発生確率の算定結果

αを0.2～0.3，再来期間を12,500～50,000年の範囲で変化させても
同様の結果となった

地震本部では，10の-3乗パーセント

未満の場合は地震発生確率を「ほぼ
0%」としている。

地震後経過年数：5年
地震後経過率：5年／12,500年間＝4×10-4

4 敷地周辺断層の同時活動

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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余白
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5. 補足図面集
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不
整
合
露
頭
①

不
整
合
露
頭
②

不
整
合
露
頭
③

不
整
合
露
頭
④

不
整
合
露
頭
⑤

地表地質調査結果（古屋敷～小高東方）

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲

カタクレーサイト

カタクレーサイト

カタクレーサイト
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20万分の１地質図幅「白河」（2007） （古屋敷～小高）

：「新編 日本の活断層(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

凡 例

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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大槻（1975） （古屋敷～小高）

凡 例

新
第

三
系

：断層

：「新編 日本の活断層
(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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島本ほか（1998） （古屋敷～小高）

鮮新世

中新世

先第三紀

凡 例

：「新編 日本の活断層
(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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凡 例

50万分の１活構造図「新潟」（1984） （古屋敷～小高）

：「新編 日本の活断層
(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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大槻（1975） （西染町～芦間町）

凡 例

新
第

三
系

：断層

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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20万分の１地質図幅「水戸」(第2版)（2001） （西染町～芦間町）
凡 例

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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5万分の１日本炭田図 常磐炭田地質図（1957）

凡 例

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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20万分の１地質図幅「白河」（2007）
凡 例

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段彩陰影図の作成範囲（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層）

1/4 2/4

3/4

4/4

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層1/4）

段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層2/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層3/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層4/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段彩陰影図の作成範囲（棚倉破砕帯西縁断層（の一部））

1/5

2/5

3/5
4/5

5/5

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）1/5）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）2/5）

段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）3/5）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）4/5）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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段採陰影図(1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）5/5）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフの作成範囲（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層）

1/4 2/4 3/4

4/4

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層1/4 ）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層2/4 ）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層3/4 ）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層4/4 ）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフの作成範囲（棚倉破砕帯西縁断層（の一部））

1/4

2/4
3/4

4/4

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

5. 補足図面集
第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）1/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）2/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）3/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）4/4）
5. 補足図面集

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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（参考） 東北地方太平洋沖地震の原科研・大洗研への影響【地殻変動】

<3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動＞

関東・中部地方は「3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動が見られます。」とされている。

原子力科学研究所周辺においては，1.5m程度の地殻変動量となっている。

大洗研究開発センターにおいては，1.0m程度の地殻変動量となっている。

国土地理院資料に一部加筆
出所：http://mekira.gsi.go.jp/catalogue/pdf/20110311_1446.pdf

原子力科学研究所から
半径30km範囲

国土地理院資料に一部加筆
出所：
http://mekira.gsi.go.jp/JAPANESE
/h23touhoku_3years.html

大洗研究開発センターから
半径30km範囲

第133回審査会合

資料1-2 再掲
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（参考） 都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト

大都市大震災軽減化特別
プロジェクト

首都直下地震防災・減災
特別プロジェクト

都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の
軽減化プロジェクト

2002年度～2006年度 2007年度～2011年度 2012年度～2016年度

このプロジェクトでは，首都圏や
京阪神などの大都市圏において，
大地震が発生した際の人的・物的
被害を大幅に軽減するための科学
的・技術基盤を確立することを目的
とした研究開発を実施しました。我
が国の地震防災対策に最先端の
科学技術を効果的に活用すること
を目指し，理学・工学・社会科学な
ど異分野の研究者が結集して，課
題の解決に取り組みました。

都市災害プロジェクトに先行して，
首都圏地域で発生する地震による
被害を軽減するためのプロジェクト
が文部科学省により進められてい
ました。このプロジェクトでは，首都
圏に稠密かつ高精度な地震観測網
(MeSO-net)を整備し，東北地方太
平洋沖地震の本震ならびに数多く
の余震等の重要な観測記録を得ま
した。それらの記録を用い，首都圏
下のプレート構造を明らかにし，過
去の首都圏の地震と複雑なプレー
ト構造との関係の解明，首都圏で
発生する地震の断層モデルやそれ
による地震動の解明等の研究が進
められました。フィリピン海プレート
の深さが，これまでより数km浅い部
分があることがわかり，そのため，
再計算された地震動が大きくなった
箇所も見られたことや，過去のＭ７
級の地震が，プレート境界型ではな
かったこと等が明らかになりました。

我が国の観測史上最大のマグニチュード９を記録した
東北地方太平洋沖地震は，広範囲にわたる大きな揺れ，
大津波，原子力発電所の事故をはじめとする未曾有の広
域複合災害を引き起こし，これまでとは異なる新たな地震
災害像を示しています。広範な液状化，多数の帰宅困難
者，交通機関の麻痺，事業活動の停止，電力やライフラ
インの途絶，日常生活物資の不足等々，都市特有の課
題が顕在化し，大地震に対する備えの重要性が改めて認
識されました。多くの機能が集中高度化し，社会経済活
動の中枢である首都圏は，災害に対する脆弱性を内在し
ており，予期せぬ大災害へ発展するおそれがあります。
そこで，今後予想される首都直下地震や，東海・東南

海・南海地震等に対して，都市災害を軽減することを目的
に， ５カ年の研究開発プロジェクトが実施されることとなり
ました。
本プロジェクトは，３つのサブプロジェクトからなり，それ

ぞれが研究・技術分野の境界を越え効果的な連携を図っ
て進めます。

①首都直下地震の地震ハザード･リスク予測のための調
査・研究（中核機関：東京大学地震研究所）

②都市機能の維持･回復のための調査・研究
（中核機関：京都大学防災研究所）

③都市災害における災害対応能力の向上方策に関する
調査･研究（中核機関：京都大学防災研究所）

都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト 都市災害プロジェクト
－首都直下地震の地震ハザード･リスク予測のための調査・研究－
（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/toshi/project/project.html） より一部転載

第133回審査会合
資料1-2 再掲
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